
明
治
時
代
に
沿
け
る
旧
播
磨
国
中
・
西
部
河
川
流
域
の
都
郡
関
係

i
ー
歴
史
地
誌
学
へ
の
一
研
究
法
の
試
み

l
i
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獄

大

幸

彦

は

じ

め

に

筆
者
は
先
に
、
文
献
の
上
か
ら
明
治
前
期
の
わ
が
国
に
お
け
る
都
都
関
係
に
関
す
る
予
察
的
考
察
を
行
な
い
、
次
に
具
体
的
な
資
料
・

デ
ー
タ
を
基
に
、
検
証
す
る
必
要
性
の
あ
る
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

T
Y
本
稿
は
さ
ら
に
対
象
の
時
期
を
広
げ
明
治
時
代
と
し
、

旧
播
磨
国
中
・
西
部
河
川
流
域
の
例
で
、
都
郡
関
係
を
実
証
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
何
故
河
川
流
域
を
取
上
げ
る
か
に

関
し
て
も
既
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
ハ
る
が
、
鉄
道
開
通
以
前
の
交
通
不
便
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、

河
川
流
域
こ
そ
人
と
物
資
、

情
報
の

流
れ
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
河
川
の
も
た
ら
す
影
響
も
河
川
と
い
う
交
通
軸
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る

ほ
ど
弱
ま
る
の
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
当
時
の
流
域
沿
い
の
都
市
〈
マ
チ
)
の
影
響
圏
が
及
ん
で
い
た
か
は
、
明
確
に
し
え
な
い
で
あ
ろ

ぅ
。
た
だ
、
言
え
る
の
は
本
論
で
明
ら
か
に
す
る
如
く
、
河
岸
ハ
河
港
)
な
い
し
渡
渉
点
に
発
達
し
た
都
市
(
マ
チ
〉
を
中
心
地
と
し

て
、
附
近
の
農
村
(
ム
ラ
)
と
の
聞
に
結
び
つ
き
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
衆
知
の
如
く
、
系
統
地
理
学
と
し
て
の
自
然
地
理
学
と
人
文
地
理
学
の
方
法
的
分
離
は
ま
ず
ま
ず
進
み
、
前
者
は
次
に
み
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る
如
く
人
聞
を
考
慮
に
入
れ
ず
、
後
者
は
計
量
的
手
法
に
み
ら
れ
る
如
く
、
自
然
的
要
素
を
落
す
傾
向
に
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
歴
史
時
代

の
地
形
環
境
を
様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
た
目
下
雅
義
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
自
然
地
理
学
(
者
)
は
、
人

聞
を
そ
し
て
人
文
地
理
学
を
忘
れ
て
、

ひ
た
す
ら
地
球
科
学
へ
の
接
近
を
続
け
て
き
た
。
最
近
に
な
っ
て
過
去
の
あ
や
ま
ち
に
よ
う
や
く

気
づ
い
た
の
だ
が
、

ひ
き
返
す
に
は
あ
ま
り
に
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、

ま
た
歳
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
」
ハ
&
と
。
日
本
に
お
け
る
自
然

地
理
学
も
地
球
科
学
へ
の
閉
じ
道
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
最
近
は
自
然
そ
の
も
の
の
研
究
が
主
体
で
、
後
の
地
理
学
部
分
が
欠

落
し
た
研
究
も
、
学
会
誌
等
で
散
見
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
地
理
学
研
究
と
称
す
る
以
上
、
対
象
と
す
べ
き
自
然
環
境
そ
の
も
の
を
問
題

に
し
て
い
る
自
然
地
理
学
研
究
者
は
、
少
な
く
な
っ
て
き
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
?
〉
O

本
稿
で
旧
播
磨
国
中
・
西
部
河
川
流
域
と
し
て
千
種
川
、
揖
保
川
、
市
川
等
々
の
河
川
を
取
上
げ
た
の
も
、
流
域
毎
に
地
域
シ
ス
テ
ム

な
い
し
地
域
特
性
に
違
い
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
予
想
し
た
た
め
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
交
通
不
便
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、
川
は
マ
チ
と
ム

ラ
、
ム
ラ
と
ム
ラ
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
峠
越
え
の
結
び
つ
き
を
全
く
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

河
川
の
も
た
ら
す
地
域
統
一
力
に
比
べ
て
弱
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
群
馬
県
下
の
地
誌
学
的
研
究
を
続
け
て
い
る
有
末
武
夫
は
、
流
域
に

よ
る
違
い
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
奥
利
根
は
沼
田
市
と
利
根
郡
と
い
う
、
外
部
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
は
き
わ
め
て
ま

と
ま
り
の
よ
い
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
片
品
川
流
域
と
赤
谷
川
流
域
お
よ
び
利
根
川
本
流
流
域
の
違
い
が
、
奥
利
根
の
全
体
的
特

性
の
中
に
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
た
」
ハ
る
と
。
土
地
柄
に
関
し
て
地
理
学
も
問
題
に
し
て

き
た
(
6
〉
が
、
流
域
に
よ
る
違
い
、

グ
水
柄
d

ハ7
〉
に
着
目
し
た
研
究
は
今
後
、
地
理
学
研
究
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

本

稿
で
は
調
査
時
間
の
関
係
で
千
種
川
流
域
の
分
析
が
主
体
と
な
り
、
流
域
毎
の
地
域
特
性
の
違
い
ま
で
は
検
討
し
え
て
い
な
い
。

さ
ら
に
本
稿
で
、
都
郡
関
係
を
検
討
す
る
際
、
河
川
の
流
域
を
重
視
し
、
峠
越
え
の
結
び
つ
き
を
あ
ま
り
考
慮
し
な
い
の
は
、
徒
歩
交



通
、
河
川
交
通
時
代
の
生
活
圏
は
次
に
み
る
如
く
、
峠
に
よ
っ
て
境
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

石
田
寛
が

『
お
か
や
ま
の
峠
』
で
述
べ
て
い
る
如
く
、
「
今
も
、
村
(
自
然
村
)
の
四
至
に
境
域
安
全
の
お
札
(
お
日
待
札
〉
が
立
て
ら
れ
て
お

ぼ
う
じ
8
だ

り
、
こ
の
村
内
と
傍
一
示
札
の
内
の
二
つ
が
、
徒
歩
交
通
の
生
活
圏
に
対
す
る
人
々
の
認
知
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
傍
示
札
の
向

こ
う
は
、
遥
か
な
る
土
地
で
あ
り
、

(
ぼ
う
ち
〉
で
あ
っ
た
」
ハ
8
3
当
時
の
村
人
の
知
覚
空
間
に
と
っ
て
、
峠
の
向
こ
う
は
別
の
生
活

明治時代における!日播磨国中・西部河川流域の都都関係

圏
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の
生
活
圏
を
狭
く
さ
せ
て
い
た
交
通
条
件
に
関
し
、
明
治
時
代
に
お
け
る
交
通
手
段
の
変
遷

に
つ
い
て
、
若
干
の
寿
察
を
試
み
る
こ
と
か
ら
、
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
研
究
で
利
用
し
た
主
な
研
究
資
料
と
し
て

は
、
参
謀
本
部
編
(
明
治
二
一
年
〉
共
武
政
表
、
陸
軍
省
(
明
治
二

O
年
)
徴
発
物
件
一
覧
表
、
兵
庫
県
統
計
書
(
明
治
三
四
年

l
v

明
治
年
代
の
地
形
図
、
尾
形
一
郎
原
図
(
明
治
二
ハ
年
)
播
磨
全
国
細
見
図
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
資
料
の
う
ち
、
共
武
政
表
に
関
し
、

森
川
洋
は
明
治
前
期
の
各
種
資
料
を
吟
味
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
各
地
域
に
つ
い
て
比
較
吟
味
す
る
と
い
ず
れ
の
資
料

と
も
一
長
一
短
が
あ
る
が
、
集
落
調
査
の
大
規
模
な
こ
と
、
幅
接
地
の
数
の
多
い
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
明
治
二
二
年
の
共
武
政
表
の
方

が
優
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
官
)
O

明
治
時
代
に
お
け
る
旧
播
磨
国
中
・
西
部
河
川
流
域
の
交
通
手
段

鉄
道
開
通
以
前
に
お
け
る
本
地
域
の
輸
送
手
段
は
高
瀬
舟
と
人
馬
(
牛
)
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
次
章
で
検
討
す
る
如
く
、

内
陸
地
域
で
の
一
般
物
資
の
移
送
は
高
瀬
舟
運
を
幹
線
路
と
し
、
牛
・
馬
背
交
通
が
そ
れ
の
培
養
移
送
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
た

ay

高
瀬
舟
の
往
荷
は
臨
海
地
域
向
け
の
内
陸
物
資
を
積
載
し
、
復
荷
は
生
活
必
需
品
の
塩
や
一
般
雑
貨
を
積
載
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

73 

所
有
も
内
陸
地
域
の
住
民
に
所
属
し
、
舟
航
の
起
点
は
常
に
内
陸
地
域
に
あ
っ
た
臼
〉
O

ま
た
、
陸
上
に
お
け
る
明
治
時
代
の
物
資
の
移



74 

動
は
、
人
力
・
畜
力
を
動
力
源
と
す
る
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
、
牛
馬
の
背
に
よ
る
こ
と
の
他
に
、
人
力
に
よ
る
二
輪

車
(
車
力
H

車
輪
に
鉄
を
か
ぶ
せ
た
鉄
車
〉
、
牛
力
に
よ
る
二
輸
の
荷
車
(
長
台

1
長
さ
約
三
了
五
メ
ー
ト
ル
〉
が
用
い
ら
れ
た
が
、
次

第
に
馬
に
よ
る
四
輪
の
荷
車
(
馬
力
〉
が
普
及
し
は
じ
め
た

2
y
人
間
の
交
通
機
関
は
も
っ
ぱ
ら
徒
歩
に
よ
っ
て
い
た
、
が
、
明
治
維
新

後
人
力
車
が
導
入
さ
れ
る
と
、

一
部
の
者
は
こ
れ
を
利
用
し
、
明
治
三

O
年
前
後
に
は
、
稀
で
は
あ
っ
た
、
が
自
転
車
を
使
う
者
も
あ
ら
わ

れ
た
。江

戸
時
代
の
物
資
運
搬
は
牛
馬
の
背
や
人
の
肩
で
、
荷
車
は
な
か
っ
た
ゆ
え
道
幅
も
狭
く
二
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
で
、
川
に
は
仮
橋
し
か

設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
道
路
拡
張
の
工
事
が
何
回
と
な
く
行
わ
れ
た
の
は
、
明
治
に
入
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
道
路

の
変
遷
に
関
す
る
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

明
治
八
年
鹿
谷
J
姫
路
間
の
道
路
拡
幅
整
備
の
議
が
起
り
、
鹿
谷
村
前
之
庄
外
五
ケ
村
の
戸
長
名
倉
次
氏
、
置
塩
村
糸
田
外
九
ケ
村
の
戸
長
米
沢
磯

次
郎
両
氏
の
斡
旋
努
力
に
よ
り
、
明
治
一
八
年
二
一
月
五
日
起
工
、
明
治
二

O
年
二
月
八
日
竣
工
し
、
現
在
の
姫
路
官
野
線
に
沿
う
た
道
路
に
な
り
、

明
治
二
六
年
一
二
月
県
道
に
編
入
さ
れ
た

ay

前
述
の
如
く
、
川
に
は
橋
が
な
か
っ
た
ゆ
え
、
道
路
と
川
の
交
叉
す
る
渡
渉
点
で
は
渡
し
舟
を
必
要
と
し
た
。
例
え
ば
、

揖
保
川
に

は
、
田
井
の
渡
し
、
出
石
の
渡
し
、
須
賀
の
渡
し
、
川
戸
の
渡
し
、
宇
原
の
渡
し
な
ど
が
あ
っ
た
。

さ
て
、
わ
が
国
の
鉄
道
は
明
治
五
年
以
来
、
明
治
末
ま
で
主
要
幹
線
が
ほ
ぼ
開
通
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
鉄
道
交
通
は
乗
合
馬
車
や
荷

馬
車
と
競
合
す
る
こ
と
な
く
、

互
い
に
補
完
関
係
に
あ
っ
た
臼
〉
O

本
稿
で
対
象
と
す
る
河
川
流
域
で
は
、
市
川
沿
い
に
私
設
播
但
鉄
道

が
姫
路
を
起
点
と
し
て
、
明
治
二
七
年
七
月
二
六
日
に
敷
設
さ
れ
、
福
崎
、
甘
地
、
鶴
居
、
寺
前
な
ど
に
駅
が
で
き
た
。
本
対
象
地
域
で

の
山
陽
鉄
道
は
、
明
治
二
一
年
か
ら
二
三
年
に
か
け
、
姫
路
か
ら
上
郡
ま
で
開
通
し
、
市
川
、
夢
前
川
、
揖
保
川
、
千
種
川
の
下
流
を
、
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表 1旧播磨国中・西部の郡下における交通手段(明治39年)

名|乗用馬車|荷馬車|牛 車|荷 車|人力車|
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牛

長布 磨 1 13 173 5，582 358 3，528 
神 崎 251 218 2，903 139 2，951 
揖 保 185 339 2，832 453 5，281 

赤 穂 109 211 1，857 227 3，402 

佐 用 159 184 275 184 3，694 
Eノと、 粟 180 201 2，280 165 4，730 

郡

仁明治39年兵庫県統計書による】

鉄
道
は
流
域
と
は
無
関
係
に
東
西
に
横
切
っ
て
い
る
。
千
種
川
で
は
有
年

l
上
郡
聞
で
鉄
道
が
川

う

ね

に
沿
い
、
鉄
道
開
通
以
後
、
中
心
地
の
移
動
が
み
ら
れ
る
の
は
有
年
の
例
で
検
討
し
た
い
。
携
保

川
流
域
で
も
本
龍
野

1
新
宮
聞
で
鉄
道
が
川
に
沿
う
が
、
姫
新
線
の
開
通
は
昭
和
六
年
か
ら
九
年

に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
都
都
関
係
に
影
響
を
与
え
よ
う
が
な
い
。
坂
越
、
/
、
赤
穂

聞
で
千
種
川
に
沿
う
赤
穂
線
の
開
通
も
さ
ら
に
遅
れ
、
昭
和
二
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
稿
の
対
象
地
域
で
あ
る
河
川
流
域
で
、
鉄
道
開
通
後
の
都
部
関
係
の
変
化
、
中
心
地
の
移

動
が
主
に
み
ら
れ
る
の
は
市
川
の
流
域
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
陸
上
交
通
の
手
段
に
な
っ
た
荷
馬
車
、
牛
車
、
荷
車
、
人
力
車
は
対
象
地
域
に
お

い
て
ど
れ
ほ
ど
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
郡
別
に
見
た
の
が
表
ー
で
あ
る
。
明
治
三

0
年
代
に

は
道
路
回
修
の
効
果
が
で
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

か
な
り
の
車
輔
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
次
に
、
各
河
川
流
域
ご
と
に
、
中
心
地
と
周
辺
農
村
と
の
結
び
つ
き
を
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し

R

-

、。

中
心

vuv

各
河
川
流
域
の
中
心
地
と
周
辺
農
村
と
の
結
び
つ
き

付

千
種
川
流
域

(
1〉

海
港
と
し
て
の
坂
越

地
域
形
成
に
果
す
港
の
役
割
に
関
し
て
は
、
千
田
稔
が
綿
密
な
資
料
考
証
の
後
に
、
次
の
よ
う
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坂越港における輸出品目ならびに輸出仕向先(明治34年)

輸 出 l 輸出仕向先
表 2

入事命

米 1，090石 神戸

薪 645，900貫 大阪，堺

木 炭 21，720俵 和泉

煎 鰯 1，213俵 大阪 略

石 筆 1，227{筒 神戸

醤 油 517樽 大阪

干 鍛 4861固 神戸

目品

に
述
べ
て
い
る
。

「
古
代
の
港
に
視
点
を
す
え
て
わ
が
国
の
古
代
を
歴
史
地
理
学
的
に
概
観

E明治36年兵庫県統計蓄によるコ

し
て
み
る
と
、
予
期
さ
れ
た
以
上
に
港
が
古
代
地
域
の
形
成
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
地
域
の
シ
ス
テ
ム
は
古
墳
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
あ
と
づ
け
う
る
こ
と
も
見
通
し
て
お
い
た
」

av
坂
越
港
は
千
種
川
か
ら
直
線
で
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
離
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
河
口
か
ら
は
海
上
一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

距
離
で
あ
る
。
表
2
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
坂
越
(
阪
越
)
港
は
千
種
川
流
域
を
ヒ
ン
タ
l

ラ
ン
ト
と
し
、
薪
、
木
炭
、
煎
鰯
、
石
筆
な
ど
を
大
阪
、
神
戸
方
面
に
輸
出
し
て
い
る
。
坂

越
港
に
関
し
て
は
、
赤
穂
郡
誌
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
字
坂
越
村
ハ
:
:
・
海
上
ノ
運
輸
至
便
ニ
シ
テ
船
舶
常
ニ
出
入
ス
但
陵
地
ノ
運
輸
ニ
梢
使
ヲ
侠
グ

ト
致
モ
千
種
川
ヲ
利
用
シ
テ
以
テ
数
呈
沿
岸
地
方
三
交
通
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
毎
朝
定
期
ノ
漁
市
ヲ

港
頭
ニ
ナ
シ
各
所
ニ
販
責
ス
」
(
目
。

そ
れ
も
坂
越
港
が
湾
の
奥
に
あ
り
、

し
か
も
前
面
を
生
島
に
、
背
面
を
山
地
で
固
ま
れ
て

い
る
た
め
風
を
避
け
る
の
に
好
都
合
で
あ
り
、

「
常
-
一
汽
船
ア
リ
テ
大
阪
ニ
往
復
シ
貨
船
漁
舟
亦
輯
鞍
シ
テ
段
賑
ナ
リ
」
(
む

と
あ
る
よ
う
に
、
坂
越
港
は
か
つ
て
は
栄
え
た
港
な
の
で
あ
る
。

(
2
)
 
河
港
と
し
て
の
東
有
年

東
有
仰
は
千
種
川
の
右
岸
に
あ
り
、
山
陽
本
線
が
左
岸
を
走
り
有
年
駅
も
有
年
横
尾
に
あ



る
た
め
、
鉄
道
開
通
以
後
中
心
地
機
能
を
失
な
い
、

さ
び
れ
て
い
っ
た
状
況
は
、
但
馬
街
道
沿
い
の
西
田
原
、
屋
形
、
粟
賀
と
い
っ
た
集

落
と
同
様
で
あ
る
。
市
川
に
沿
っ
て
走
る
播
但
鉄
道
は
主
に
市
川
の
右
岸
を
通
り
、
そ
れ
と
共
に
中
心
地
も
鉄
道
駅
の
あ
る
福
崎
、
鶴
居
、

寺
前
に
移
動
し
た
。
か
つ
て
の
渡
渉
点
、
東
有
年
は
有
年
の
圧
の
中
心
で
あ
り
、
村
役
場
、
有
年
尋
常
高
等
小
学
校
の
所
在
地
で
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、

明治時代における旧播磨国中・西部河川流域の都都関係

「
西
国
ノ
諸
侯
参
勤
交
代
の
途
次
此
ニ
宿
泊
ス
ル
ア
リ
行
客
ノ
常
一
一
往
来
ス
ル
ア
リ
テ
其
股
賑
ヲ
極
メ
タ
リ
シ
カ
維
新
後
漸
次
衰
運
ニ
傾
キ
特
一
一
明
治

二
十
三
年
山
陽
鍛
道
ノ
敷
設
以
来
旅
人
多
ク
便
ヲ
銭
道
-
一
籍
ル
ヲ
以
テ
今
ヤ
寂
実
タ
ル
寒
村
一
一
化
シ
去
リ
:
:
:
」
白
)

と
あ
る
よ
う
に
、
鉄
道
開
通
以
後
中
心
地
機
能
を
減
じ
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
 
河
港
と
し
て
の
上
郡

上
郡
は
千
種
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
東
西
南
北
交
通
の
要
衝
に
あ
る
。
か
つ
て
の
上
郡
村
に
は

「
龍
野
区
裁
判
所
上
郡
出
張
所
上
郡
警
察
分
署
上
郡
郵
便
局
上
郡
村
役
場
株
式
曾
社
上
郡
銀
行
株
式
曾
社
庚
銀
行
上
郡
支
庖
上
郡
商
業
合
資
曾
社
丸
西

醤
油
合
資
曾
社
等
ア
リ
」
自
〉

と
あ
る
よ
う
に
、
中
心
地
機
能
を
有
し
、
鞍
居
川
の
奥
の
方
に
あ
る
大
富
、
野
桑
、
金
出
地
と
い
っ
た
周
辺
の
村
々
か
ら
徒
歩
で
、
あ
る

い
は
対
岸
の
村
々
か
ら
は
渡
し
舟
で
千
種
川
を
渡
り
、
上
郡
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。
長
さ
六
五
聞
の
上
郡
橋
が
架
設
さ
れ
た
の
は

よ
う
や
く
明
治
三
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
明
治
一
四
年
に
は
坂
越
港
よ
り
鳥
取
に
至
る
県
道
が
新
設
さ
れ
、
明
治
一
九
年
に
改
修
さ

れ
、
三
六
年
に
な
っ
て
さ
ら
に
北
の
苔
縄
、
柏
野
、
赤
松
に
通
ず
る
県
道
が
作
ら
れ
た
。
当
時
、
千
種
川
沿
い
の
陸
上
交
通
が
い
か
に
困

難
で
あ
っ
た
か
は
、
次
に
み
る
如
く
で
あ
る
。

77 

「
上
郡
村
ヨ
リ
赤
松
村
ニ
至
ル
豚
道
ハ
奮
ト
一
小
径
路
ニ
過
キ
サ
リ
シ
ユ
明
治
十
九
年
之
ヲ
改
修
セ
リ
赤
岩
ケ
鼻
山
下
ノ
如
キ
ハ
モ
ト
千
種
川
ノ
河
涯

ナ
ル
険
路
一
一
シ
テ
人
馬
ノ
通
行
甚
タ
困
難
ヲ
極
メ
タ
リ
」
ハ
恕
。
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周
辺
の
村
々
か
ら
中
心
地
機
能
を
も
っ
上
郡
に
、
何
が
運
ば
れ
て
来
た
か
は
数
量
的
に
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
旧
尾
長
谷
村
、
野

桑
村
、
金
出
地
村
、
大
富
村
を
合
併
し
て
で
き
た
鞍
居
村
の
民
業
に
、

「
五
穀
雑
穀
競
菜
等
ノ
農
産
物
ヲ
取
得
ス
ル
ヲ
以
テ
本
業
ト
ス
レ
ト
モ
其
山
林
-
孟
旦
富
ナ
ル
ヲ
以
テ
採
炭
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
亦
多
γ
」
ハ

8
0

と
あ
る
よ
う
に
、
木
炭
が
搬
出
さ
れ
、
上
郡
か
ら
千
種
川
を
下
っ
て
坂
越
の
港
ま
で
輸
送
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

4

)

河
港
と
し
て
の
久
崎

現
U
』
山
川
町
ぬ
附
は
千
種
川
と
佐
用
川
と
の
合
流
点
に
位
置
し
、
千
種
川
を
下
る
高
瀬
舟
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
二

0
年
代

の
鉄
道
敷
設
と
共
に
、
上
郡
駅
へ
送
ら
れ
る
郵
便
物
は
次
に
み
る
如
く
、

い
っ
た
ん
久
崎
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
後
上
郡
へ
向
っ
た
の
で
あ

る。

「
郵
便
物
は
凡
て
人
夫
又
は
人
車
送
を
以
て
運
搬
し
居
り
し
が
、
大
正
九
年
五
月
よ
り
乗
合
自
動
車
を
利
用
し
て
向
車
を
以
て
運
搬
せ
し
む
る
に
よ

り
、
上
郡
迄
の
運
輸
時
聞
は
大
い
に
速
達
す
る
事
と
な
り
、
上
郡
古
町
間
順
送
便
上
下
共
自
に
三
回
と
す
、
三
日
月
よ
り
久
崎
に
至
る
線
は
一
日
と

す
」
〈
号
。

久
崎
は
現
時
点
で
は
単
な
る
一
集
落
に
過
ぎ
な
い
が
、
徒
歩
交
通
・
河
川
交
通
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
重
要
な
要
衝
の
一
つ
で
あ
り
、

繋
船
場
は
金
刀
比
羅
神
社
の
東
側
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
舟
の
所
有
、
運
搬
の
権
利
は
舟
株
と
稽
し
箇
人
間
に
寅
買
行
は
れ
、
又
貸
借
も
行
は
れ
一
回
(
赤
穂
往
復
)
の
借
賃
は
米
二
斗
定
め
な
り
き
。
又
領

主
へ
は
舟
年
貢
を
納
め
た
り
」
(
恕

と
あ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
高
瀬
舟
が
利
用
さ
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
、

「
千
種
川
筋
、
佐
用
川
筋
及
岡
山
懸
英
田
郡
地
方
よ
り
の
物
貨
は
皆
牛
の
脊
及
人
夫
に
よ
り
て
久
崎
に
搬
出
せ
ら
れ
(
重
な
る
物
貨
、
米
、
薪
炭
、
木

材
、
板
等
)
此
慮
よ
り
は
皆
高
瀬
舟
に
積
み
て
赤
穂
に
下
し
、
又
赤
穂
よ
り
は
揮
を
積
み
て
久
崎
に
帰
り
、
久
崎
以
北
は
牛
に
よ
り
て
搬
入
せ
ら
れ
た



り
。
夏
季
に
あ
り
で
は
井
堰
の
為
め
に
舟
路
絶
え
た
り
。
之
れ
を
渓
止
め
と
稽
し
、
此
の
期
聞
は
牛
に
よ
り
て
赤
穂
迄
運
搬
せ
ら
れ
た
り
し
も
そ
れ
殆

ん
ど
米
に
限
ら
れ
、
又
搬
入
は
敏
之
を
凌
ぐ
限
り
の
食
盤
に
限
ら
れ
た
り
。
往
時
自
給
自
足
的
の
簡
易
な
る
生
活
状
態
の
時
代
に
あ
り
で
は
複
雑
な
る

物
貨
の
必
要
も
な
く
、
随
っ
て
米
聾
薪
炭
以
外
に
は
舟
若
し
く
は
牛
に
積
む
程
に
多
量
の
物
貨
は
運
搬
の
要
な
か
り
し
な
る
べ
し
」
宕
)
。

久
崎
よ
り
上
流
の
中
島
も
、
明
治
中
頃
ま
で
は
川
舟
、
筏
を
流
し
て
穀
物
、
木
材
な
ど
の
運
送
を
行
な
っ
て
い
た
。

明治時代における旧播磨国中・西部河JII流域の都部関係

〈

5
)

千
種
川
の
上
流
域
の
中
心

そ
の
他
、
千
種
川
、
佐
用
川
流
域
の
中
心
地
で
あ
る
久
崎
、
佐
用
、
平
福
、
三
日
月
(
一
万
五
千
石
の
城
下
町
で
あ
っ
た
)
に
は
、
郵

便
局
が
明
治
四
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
設
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
よ
り
下
位
の
小
中
心
地
、
徳
久
(
明
治
七
年

一
一
一
月
開
局

l
明
治
二
九
年
一

O
月
廃
局
)
、
末
広
(
明
治
一
五
年
一
月

i
明
治
二
八
年
三
力
万
(
明
治
一
五
年
一
月
J
明
治
二
九
年
一

O
月
三
福
吉
(
明
治
一
五
年
一
月

i
明
治
一
八
年
三
豊
福
(
明
治
一
五
年
一
月
J
明
治
一
八
年
)
の
郵
便
局
は
一
時
廃
局
と
な
っ
て
お

り
、
交
通
手
段
が
徒
歩
か
ら
自
転
車
等
を
利
用
す
る
時
代
に
な
り
、
集
配
範
囲
の
拡
大
と
共
に
機
能
を
失
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

千
種
川
沿
い
の
徳
久
か
ら
佐
用
川
沿
い
の
佐
用
へ
至
る
に
は
、
久
崎
を
経
由
し
な
い
で
佐
用
坂
を
こ
え
て
ゆ
く
方
が
も
ち
ろ
ん
近
道
で

あ
る
が
、
道
路
の
よ
く
な
か
っ
た
時
代
に
は
相
当
困
難
を
極
め
た
よ
う
で
、
次
に
み
る
よ
う
に
坂
の
平
坦
化
工
事
が
必
要
で
あ
っ
た
。

「
中
徳
久
村
佐
用
村
聞
の
佐
用
坂
の
如
き
は
従
来
よ
り
非
常
の
険
坂
に
し
て
、
荷
車
の
運
搬
は
勿
論
牛
馬
の
運
搬
も
困
難
を
感
じ
居
り
し
に
よ
り
、
明

治
十
三
年
工
を
起
し
同
年
中
に
幾
分
か
平
坦
に
な
り
た
り
。
此
時
の
工
費
三
千
絵
聞
は
郡
内
有
志
者
の
寄
附
金
を
以
て
支
耕
せ
り
」

auo

tコ
揖
保
川
流
域

(
1〉

海
港
と
し
て
の
室
津
と
網
干

室
津
は
天
然
の
好
錨
地
で
あ
る
が
、
揖
保
川
の
河
口
か
ら
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
お
り
、
揖
保
川
流
域
を
ヒ
ン
タ
l
ラ
ン
ト
と
す

79 

る
と
い
う
よ
り
は
表
3
に
み
る
如
く
、
附
近
の
漁
村
と
の
結
び
つ
き
の
方
が
強
い
。
た
だ
、
網
干
港
と
並
ん
で
、
室
津
港
か
ら
各
地
に
輸
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輸入仕出先

備前，讃岐

携保郡内

室津港における輸出入品目ならびに仕向先，仕出先(明治34年)

|輸出仕向先|輸 入|

1，400石| 大阪，兵庫 4，100石|

200石|搭保郡内 250石|

1，000貫 | 神戸，大阪

40011 11 ， 11 

2，20011 11 

表 3

出輸目

米

麦

品

鍛

参

組

干

海

煮
λF 乾

送
さ
れ
た
子
延
素
麺
で
あ
る
「
揖
保
乃
糸
」
の
輸
送
船
は
「
五
三
隻
、
素
麺
の
数
量
は
三
八
六
二
箱

〔明治36年兵庫県統計書による〕

に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
回
船
先
は
伯
奮
境
港
、
尾
道
、
大
阪
、
下
関
な
ど
が
主
と
し
て
、
安
芸
各
港
、

讃
岐
、
伊
予
、
飾
磨
、
兵
庫
等
に
も
及
ん
で
い
る
」
岳
写

一
方
、
網
干
港
は
揖
保
川
の
河
日
に
あ

り
、
表
4
に
明
ら
か
の
如
く
、
醤
油
、
木
炭
、
素
麺
を
主
に
輸
出
し
て
お
り
、
網
干
港
の
ヒ
ン
タ
1

ラ
ン
ト
は
室
津
港
と
異
な
り
、
揖
保
川
流
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

網干港における輸出品目ならびに輸出仕向先

(明治34年)

表 4

出

西宮，

神戸，

神戸

神戸，広島，馬関

神戸

先

大阪，堺

西宮

向仕

13，600石 l兵庫，
13，200? I大阪，
3，350，000貫|大阪，

1， 350， 000 11 I大阪，
1，850，00011 I大阪，

輸出輸

米

醤油

木炭

素麺

小麦粕

品

(
2
)
 
河
港
と
し
て
の
龍
野

E明治36年兵庫県統計書によるコ

揖
保
川
は
水
量
が
豊
富
な
う
え
河
川
条
件
も
良
好
で
あ

っ
た
た
め
、
高
瀬
舟
運
の
利
用
度
が
高
く
、
塩
の
移
送
量

も
多
か
っ
た
釘
〉
O

か
つ
て
「
揖
保
川
で
は
出
石
(
山
崎

町
〉
ま
で
遡
航
し
、
内
陸
地
域
の
年
貢
米
・
小
麦
・
大
豆

(
宍
粟
・
佐
用
・
三
日
月
)

-
醤
油
(
龍
野
)

-
木
炭
・

薪
炭
な
ど
や
臨
海
地
域
の
塩
(
赤
穂
・
網
干
〉

-
肥
料
・

雑
貨
な
ど
が
移
送
さ
れ
た
」
(
号
と
あ
る
よ
う
に
、
河
港

町
と
し
て
と
く
に
賑
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
龍
野
か
ら

山
崎
に
か
け
て
の
渡
渉
点
に
も
橋
は
な
く
、
す
べ
て
渡
し

舟
で
あ
っ
た
。
主
な
も
の
に
宇
原
の
渡
し
、

川
戸
の
渡

し
、
須
賀
の
渡
し
、
出
石
の
渡
し
な
ど
が
あ
っ
た
。



(
3〉

河
港
と
し
て
の
山
崎

揖
保
川
中
流
部
に
位
置
す
る
山
崎
は
、
か
つ
て
の
城
下
町
(
一
万
石
〉
で
あ
っ
た
伝
統
と
、
東
西
南
北
交
通
の
一
中
心
地
と
し
て
、

し
そ
う

宍
粟
郡
内
の
み
な
ら
ず
近
隣
一
帯
の
商
業
中
心
地
で
あ
っ
た
。
昭
和
九
年
に
姫
新
線
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
南
隣
の
揖
保
郡
新
宮
町
の
一

部
を
も
そ
の
商
固
と
し
て
い
た

avと
い
う
。
明
治
時
代
に
お
け
る
山
崎
の
商
業
機
能
を
支
え
て
い
た
の
は
、
揖
保
川
を
通
じ
て
も
た
ら

明治時代における旧播磨国中・西部河川流域の都郡関係

さ
れ
る
物
資
で
あ
っ
た
。
ま
た
山
崎
か
ら
以
北
地
域
へ
の
塩
の
移
送
路
は
、
揖
保
川
河
谷
に
沿
っ
た
因
幡
街
道
を
北
上
し
て
い
た
ハ
想
。
明

治
五
年
の
取
り
調
べ
に
よ
る
と
、
船
作
事
は
官
費
(
山
崎
県
〉
支
出
、
船
頭
給
・
諸
入
用
は
山
崎
県
で
は
、
高
下
・
市
場
・
木
谷
・
門
前

-
山
崎
・
山
田
・
庄
能
・
上
寺
・
高
所
の
ほ
か
、
城
下
地
区
・
川
戸
・
宇
原
各
村
の
二
七
カ
村
で
負
担
し
た
ハ
む
と
あ
る
。
高
瀬
舟
を
持

っ
て
い
た
村
は
、
山
崎
よ
り
下
流
の
「
川
戸
・
宇
原
・
上
笹
な
ど
で
約
五
十
般
・
毎
日
平
均
二

O
般
ぐ
ら
い
通
っ
た
。
第
一
日
目
は
荷
物

を
積
み
込
み
、
下
流
の
自
分
の
村
ま
で
帰
る
。
第
二
日
目
は
早
朝
に
網
干
に
下
っ
て
荷
物
を
降
ろ
し
て
、
龍
野
ま
で
舟
を
ひ
い
て
帰
り
泊

る
。
第
三
日
目
に
帰
宅
す
る
」

ay
し
か
し
、
明
治
末
年
に
な
る
と
高
瀬
舟
の
利
用
は
次
第
に
衰
退
し
は
じ
め
て
い
た
が
、
な
お
今
宿

に
三
、
下
広
瀬
に
六
、
河
東
に
二
、
川
戸
・
宇
原
に
若
干
の
川
舟
問
屋
が
あ
っ
た
(
泊
三

情
報
の
流
れ
の
中
心
と
し
て
の
山
崎
に
関
し
て
は
、
郵
便
・
電
信
・
電
話
に
お
け
る
情
報
量
を
み
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

郵
便
局
は
明
治
五
年
三
月
十
三
日
山
崎
町
に
創
立
せ
ら
れ
た
る
も
の
其
の
鳴
矢
に
し
て
、
初
め
山
崎
郵
便
局
と
稽
し
、
二
十
七
年
一
月
山
崎
郵
便
電

信
局
と
改
稀
し
・
・
:
:
創
立
嘗
時
信
書
の
滋
着
、
年
十
三
高
に
満
た
ざ
り
し
が
、
三
十
年
度
に
於
て
其
の
二
倍
と
な
り
、
三
十
八
年
度
に
於
て
五
倍
と
な

り
、
四
十
三
年
度
に
於
て
其
の
八
倍
即
ち
百
三
高
徐
に
達
せ
り
。

電
信
は
明
治
二
十
七
年
一
月
開
始
し
、
最
初
の
護
着
数
一
年
七
百
徐
通
に
渇
き
ざ
り
し
が
、
四
十
三
年
度
に
は
約
十
七
倍
即
ち
一
万
千
七
百
通
に
達

せ
り
。電
話
は
明
治
四
十
一
年
十
二
月
通
話
事
務
を
開
始
し
、
翌
十
二
月
交
換
事
務
を
執
り
、
四
十
三
年
十
二
月
山
崎
、
神
戸
、
西
谷
、
三
方
広
電
信
電
話

線
を
開
始
せ
り
へ
型
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飾磨港における輸出品目ならびに輸出仕向先

(明治34年)

表 5

輸出仕向先

米 20，000石 大阪，神戸，兵庫

木 炭 20，000駄 大阪

板 類 82，800束 大阪

素 麺 75，000貫 北海道，北陸道

米 糠 35，000俵 讃岐，摂津

と
あ
る
よ
う
に
、
山
崎
の
中
心
地
性
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

E明治36年兵庫県統計書による】

同

市
川
の
流
域

出輸目品

(

1

)

 

海
港
と
し
て
の
飾
磨

市
川
中
流
部
の
福
崎
付
近
か
ら
下
流
に
は
、
長
さ
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
、
幅
五
キ
ロ
メ

l
ト

ル
ほ
ど
の
紡
錘
形
の
低
地
が
聞
け
、
段
丘
群
と
氾
濫
原
か
ら
な
っ
て
い
る

auo
し
た
が
っ
て
、

市
川
の
河
口
に
近
隣
す
る
飾
磨
港
に
は
、
千
種
川
流
域
、
揖
保
川
流
域
に
比
べ
て
低
地
の
広
が

る
市
川
流
域
の
特
性
を
反
映
し
て
、
米
、
米
糠
の
輸
出
が
多
く
、
そ
の
他
木
炭
、
板
類
が
大
阪

に
送
ら
れ
、
素
麺
も
遠
く
北
海
道
、
北
陸
道
に
輸
出
さ
れ
る
ハ
表
5
〉。

(
2〉

市
川
の
水
運
上
限
説

富
岡
儀
八
は
、
市
川
流
域
で
は
地
形
的
な
制
約
を
受
け
て
舟
運
は
あ
ま
り
発
達
し
な
か
っ
た

た
め
、
専
ら
陸
運
に
依
存
し
た
と
し
、

東
郷
ま
で
し
か
高
瀬
舟
が
遡
航
し
な
か
っ
た
(
患
と
す

る
が
、
加
古
川
の
新
町
、
揖
保
川
の
山
崎
、
千
種
川
の
久
崎
と
比
べ
て
余
り
に
航
行
距
離
が
短

か
い
。
市
村
勝
は
神
崎
郡
市
川
町
屋
形
村
に
残
る
古
文
書
を
基
に
、
屋
形
ま
で
通
船
の
便
が
聞
け
て
い
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

9vo

内
容
の
正
確
さ
に
関
し
て
は
若
干
の
疑
念
が
持
た
れ
る
が
、
神
崎
郡
誌
に
よ
れ
ば
、
「
市
川
の
沿
岸
、
粟
賀
、
川
辺
、
鶴
居
、
甘
地
、
田

原
、
福
崎
、
中
寺
、
仁
豊
野
、
豊
富
等
に
は
古
来
許
多
の
高
瀬
舟
を
繋
ぎ
、
郡
内
の
生
産
物
は
概
ね
此
慮
に
集
っ
た
か
の
様
で
あ
る
」

av

と
記
し
て
い
る
。
明
治
三
四
年
兵
庫
県
統
計
警
に
よ
れ
ば
、
市
川
の
通
船
は
栗
賀
村
と
妻
鹿
村
間
と
な
っ
て
お
り
、
里
程
八
里
二
五
町

(
約
三
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〉
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
明
治
一

0
年
代
に
は
市
川
沿
い
に
馬
車
が
飾
磨
津
か
ら
生
野
方
面
に
か
け
て
走
っ
て
い



た
(
哲
し
、
明
治
二
六
年
に
は
姫
路

t
寺
前
間
に
播
但
鉄
道
が
開
通
す
る
に
及
ん
で
、
貨
物
輸
送
は
鉄
道
に
吸
収
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

か
ら
、
高
瀬
舟
の
航
行
は
揖
保
川
、
千
種
川
よ
り
も
早
く
衰
退
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
で
き
る
。

戸

3
)

市
川
沿
い
の
中
心
地
移
動

市
川
沿
い
に
は
但
馬
街
道
が
通
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
交
通
の
要
衝
に
西
田
原
(
神
束
郡
と
神
西
郡
の
郡
役
所
が
あ
っ
た
て

屋
形
、
粟

明治時代における旧播磨国中・西部河川流域の都郡関係

賀
等
の
集
落
が
付
近
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
し
か
し
、
播
但
鉄
道
が
開
通
し
、
駅
の
あ
る
福
崎
、
鶴
居
、
寺
前
に
商
業
上
の
中

心
地
が
移
動
し
て
い
っ
た
。
駅
の
開
設
は
運
送
業
の
発
展
を
も
促
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
福
崎
駅
に
は
播
但
鉄
道
敷
設
当
時
、
高
井
運
送

居
、
堀
運
送
倍
、
伊
藤
運
送
屈
の
三
庖
が
存
在
し
た
お
〉
O

情
報
の
流
れ
と
し
て
の
郵
便
局
の
創
設
年
を
み
て
も
、
粟
賀
郵
便
局
が
明
治
五
年
、
屋
形
郵
便
局
が
明
治
七
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
福

崎
郵
便
局
は
大
正
元
年
、
寺
前
郵
便
局
は
大
正
四
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
開
局
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
各
河
川
流
域
ご
と
に
中
心
地
と
周
辺
の
村
々
と
の
結
び
つ
き
を
み
て
き
た
が
、
中
心
地
聞
の
配
置
に
規
則
性
が
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
次
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四

中
心
地
と
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン

ま
ず
、
各
中
心
地
に
つ
い
て
い
え
る
の
は
位
置
の
良
さ
で
あ
る
。
そ
こ
は
道
の
分
岐
点
で
あ
る
か
、
川
の
合
流
点
で
あ
る
。
次
に
、
千

種
川
の
例
で
中
心
地
と
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
を
措
い
た

へ
、
明
治
前
期
の
人
々
が
徒
歩
で
、

の
は
、
周
辺
の
農
村
地
域
(
ム
ラ
)
か
ら
中
心
の
都
市
(
マ
チ
〉

ま
た
日
帰
り
で
往
復
し
た
も
の
と

83 

仮
定
し
、
第
二
章
で
検
討
し
た
如
く
道
路
事
情
の
悪
さ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

一
時
間
内
外
の
行
動
半
径
は
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
判
断
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し
た
た
め
で
あ
る
。
負
い
か
ご
を
背
お
う
か
、
天
秤
棒
を
か
つ
ぎ
前
後
に
物
資
を
の
せ
て
運
搬
し
て
ゆ
く
場
合
〈
話
、
片
道
一
時
間
、

往

復
二
時
間
が
限
度
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
時
間
内
外
の
人
間
行
動
に
関
し
て
は
、
三
野
与
吉
の
次
の
考
察
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ご

時

間
内
外
の
連
絡
時
間
と
い
う
点
は
、
交
通
機
関
の
変
選
に
よ
っ
て
、
絶
対
距
離
は
異
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

一
日
二
四
時
間
の
生
活
単
位
時
間
の
う
ち
で
肉
体
的
に
堪
え
ら
れ
る
限
界
を
意
味
し
て
い
る
ら
し
い
。
:
:
:
人
間
の
周

常
生
活
に
お
け
る
行
動
半
径
一
時
間
距
離
と
い
う
範
囲
に
行
動
の
頻
度
の
高
い
何
か
を
、
人
聞
が
天
性
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す

ら
し
い
」

2
y

本
稿
で
は
作
業
仮
説
と
し
て
、

フ
ォ
ン
・
チ
ュ
l
ネ
ン
の
『
孤
立
国
』
を
想
定
し
、
中
心
に
た
だ
一
つ
の
都
市
が
あ
り
、
川
が
流
れ
て

い
る
場
合
の
変
則
的
土
地
利
用
を
検
討
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
年
代
の
五
万
分
の
一
地
形
図
に
彩
色
し
、
平
福
、
久
崎
、
上
郡
、
坂
越

の
例
で
、
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
土
地
利
用
図
を
作
成
し
、
土
地
利
用
固
か
ら
み
た
都
都
関
係
を
考
察
し
た
。
以
下
、
上
流
か
ら

下
流
の
順
で
中
心
地
別
に
、
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン
を
概
観
し
て
み
た
い
。

(
1
)
 
平
福
と
半
径
四
キ
戸
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン

千
種
川
の
支
流
、
佐
用
川
に
沿
う
平
福
町
に
は
役
場
と
郵
便
局
、
学
校
が
あ
る
。
周
辺
農
村
と
し
て
は
石
井
村
、
江
川
村
、
長
谷
村
、

佐
用
町
の
一
部
か
大
部
分
が
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
入
る
。
全
体
に
山
勝
ち
で
あ
り
、
山
間
部
の
小
さ
な
川
の
水
を
利
用
し
て
、
水

田
が
樹
校
状
に
奥
深
く
伸
び
て
い
る
。
水
田
面
積
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
溜
池
に
よ
る
濯
概
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
平
福
の
西
、
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
さ
ら
に
下
位
の
中
心
地
の
豊
福
が
あ
る
が
、
そ
こ
も
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
平
福
に
お
け
る
地
域
シ
ス
テ
ム
は
樹

校
状
に
伸
び
、
河
川
水
を
利
用
し
た
水
田
が
主
と
い
え
よ
う

auo

(
2
)
 
久
崎
と
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン



千
種
川
と
佐
用
川
の
合
流
す
る
久
崎
に
は
、
役
場
、
郵
便
局
、
学
校
が
あ
る
。
両
河
川
の
谷
底
平
野
を
中
心
に
水
田
が
広
が
り
、
河
川

に
よ
る
潜
翫
の
他
に
、
溜
池
を
利
用
し
た
水
田
が
久
崎
村
の
東
部
に
み
ら
れ
る
。
な
お
、
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
に
は
久
崎
村
の
大

部
分
、
赤
松
村
、
中
安
村
、
佐
用
町
、
西
庄
村
の
一
部
が
入
る
。
久
崎
を
中
心
に
水
田
が
ま
ず
立
地
し
、
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
山

間
部
の
平
坦
地
に
、
畑
が
北
部
か
ら
西
部
、
南
部
に
か
け
て
立
地
す
る
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。

明治時代における旧播磨国中・西部河川流域の都郡関係

(
3〉

上
郡
と
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン

千
種
川
に
沿
う
上
郡
町
で
は
、
鞍
居
川
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
中
小
河
川
が
、
町
の
上
流
ま
た
は
下
流
で
千
種
川
に
合
流
す
る
。
道

も
ま
た
川
に
沿
っ
て
発
達
し
、
上
郡
へ
集
っ
て
く
る
た
め
、
上
郡
は
交
通
の
要
衝
で
あ
る
。
町
に
は
役
場
、
郵
便
局
、
学
校
が
あ
る
。
町

の
す
ぐ
そ
ば
に
畑
が
立
地
す
る
の
と
共
に
、
半
径
三

t
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
は
畑
が
散
在
す
る
。
水
田
も
比
較
的
広
い
面
積
に
わ
た

る
た
め
、
河
川
濯
殺
の
他
、
溜
池
濯
殺
に
よ
る
も
の
が
、
高
田
村
を
中
心
に
相
当
み
ら
れ
る
。
な
お
、
上
郡
を
中
心
と
す
る
半
径
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
に
あ
る
町
村
は
上
郡
町
の
大
部
分
、
高
田
村
の
過
半
、
鞍
居
村
、
赤
松
村
、
船
坂
村
の
一
部
で
あ
る
。

(

4

)

 

赤
穂
・
坂
越
と
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
土
地
利
用
パ
タ
ー
ン

赤
穂
・
坂
越
聞
の
直
線
距
離
が
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
海
港
坂
越
を
中
心
と
す
る
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
圏
は
、

赤
穂
(
加
里

屋
〉
を
中
心
と
す
る
そ
れ
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
が
、

土
地
利
用
へ
の
影
響
は
城
下
町
で
あ
っ
た
赤
穂
の
方
が
よ
り
強
い
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
赤
穂
の
周
囲
に
は
ま
ず
水
田
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
一

1
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
畑
が
か
な
り
の
面
積
に
わ

た
っ
て
広
が
り
、
そ
の
外
側
の
海
岸
部
に
塩
田
が
存
在
す
る
。
坂
越
は
人
口
が
比
較
的
多
く
、
船
舶
の
出
入
り
も
あ
る
た
め
、
野
菜
の
需

要
が
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
、
集
落
の
背
後
に
畑
が
卓
越
す
る
。
水
田
は
河
川
に
よ
る
濯
淑
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
溜
池
は
少
な
い
。
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以
上
を
図
式
的
に
い
え
ば
、
上
流
か
ら
下
流
に
行
く
に
従
い
、
流
域
の
水
田
面
積
も
次
第
に
ふ
え
、
河
川
の
濯
獄
用
水
だ
け
で
は
水
不
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足
で
、
溜
池
を
利
用
し
て
き
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
そ
れ
と
都
市
の
周
辺
に
は
畑
作
地
の
面
積
が
増
加
す
る
。

つ
ま
り
、
あ
る
エ
リ
ア
が

一
つ
の
都
市
圏
域
だ
と
設
定
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
土
地
利
用
は
、
都
市
的
機
能
の
施
設
占
有
地
域
か
ら
周
縁
に
向
か
っ
て
、
農
業
的
土
地

利
用
が
、
都
市
と
農
村
と
の
関
係
を
基
礎
に
、
経
営
的
に
も
近
郊
農
業
か
ら
し
だ
い
に
純
農
村
的
・
穀
物
栽
培
、
林
業
と
の
複
合
と
い
う

よ
う
に
等
質
地
域
の
モ
ザ
イ
ク
的
構
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

avの
で
あ
る
。

五

結

び

本
稿
は
明
治
時
代
に
お
け
る
旧
播
磨
国
中
・
西
部
河
川
流
域
、
特
に
千
謹
川
流
域
の
都
部
関
係
を
交
通
手
段
、
流
域
の
中
心
地
と
周
辺

農
村
と
の
結
び
つ
き
、
土
地
利
用
等
の
面
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
紙
面
の
関
係
で
省
略
し
た
が
、
半
径
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
都

都
圏
は
多
少
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
は
あ
る
も
の
の
、
本
対
象
地
域
に
お
い
て
、

ほ
ぽ
一
定
の
間
隔
で
描
け
た
。
水
津
一
朗
は
諸
研
究
の
展

望
を
行
な
っ
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
大
ま
か
な
と
こ
ろ
中
心
集
落
に
は
ほ
ぼ
一

定
規
模
の
影
響
圏
を
形
成
す
る
傾
向
が
あ
り
、
と
り
わ
け
平
野
部
な
ど
で
は
か
な
り
規
則
的
な
配
列
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
大
過
な
い
で

あ
ろ
う
」
ハ
想
と
し
て
い
る
。
本
対
象
地
域
は
平
野
部
が
少
な
く
、
丘
陵
、
山
間
部
の
平
地
に
中
心
地
が
多
い
が
、
前
述
の
考
察
が
適
用

し
う
る
。

本
稿
は
ま
た
都
市
・
農
村
関
係
(
都
部
関
係
)
と
い
う
研
究
法
の
立
場
か
ら
、
地
域
の
原
理
的
考
察
を
め
ざ
す
の
に
適
当
と
思
わ
れ
る

明
治
時
代
に
お
い
て
、
当
時
の
主
要
な
交
通
手
段
た
る
河
川
流
域
で
、
地
域
の
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
系
統
地
理
学
と
し
て
の
自

然
地
理
学
と
人
文
地
理
学
と
の
方
法
的
分
離
が
進
む
今
日
、
歴
史
時
代
の
地
理
を
明
ら
か
に
す
る
歴
史
地
理
学
が
な
し
う
る
こ
と
の
一
つ

は
、
系
統
的
歴
史
地
理
学
研
究
の
み
な
ら
ず
歴
史
地
誌
学
倒
研
究
を
も
押
進
め
、
地
理
学
全
体
の
崩
壊
を
食
い
と
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る



こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
系
統
地
理
学
研
究
の
量
的
優
位
性
を
認
め
た
と
し
て
も
、

「
地
域
地
理
学
の
中
に
、
地
理
学
研
究
の
最

も
完
成
し
た
形
を
見
続
け
よ
う
と
す
る
地
理
学
者
は
依
然
と
し
て
多
い
。
地
域
地
理
学
に
お
い
て
こ
そ
、
自
然
条
件
と
人
間
社
会
と
の
密

援
な
関
係
が
確
立
し
う
る
し
、
社
会
・
経
済
生
活
の
様
々
な
面
の
相
互
作
用
が
、
住
民
に
よ
る
空
間
の
具
体
的
な
活
用
の
程
度
の
中
に
見

ら
れ
る
」
ハ
哲
と
い
う
主
張
も
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

三
野
与
吉
の
述
べ
る
よ
う
に
、

地
理
学
者
は
均
等
の
原
理
、

こ
れ
と
表

明治時代における旧播磨国中・西部河川流域の都郡関係

裏
関
係
と
し
て
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
距
離
の
原
理
を
基
準
と
し
て
、
空
間
関
係
・
分
布
関
係
・
配
置
関
係
と
い
っ
た
面
か
ら
地
域
構

造
を
考
察
し
て
き
た
ハ
包
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
農
地
一
筆
の
大
き
さ
、
家
か
ら
耕
地
ま
で
の
距
離
、
村
落
の
配
置
や
都
市
の
配
置

は
、
時
間
距
離
、
時
間
面
積
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
る
お
〉
の
で
あ
る
。

注
お
よ
び
参
考
文
献
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狭
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)
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シ
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ュ
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塚
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九
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理
空
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特
質
と
概
念
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域
シ
ス
テ
ム
の
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造
と
変
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五
|
八
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図
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学
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七
年
度
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理
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あ
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浜
国
立
大
学
)
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
内
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に
加
筆
・
訂
正
を
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み
た
も
の
で




